
す捻
内
容
的
に
は
「
手
が
か
き
か
さ
に
な

っ
と
」
方
が
八
十
一
…
一
人
{
絞
殺
老
的
六

十
一
一
路
一
が
一
数
多
〈
、
次
に
寸
指
が

か
が
制
削
れ
た
」
(
出
向
三
十
五
%
一
「
柑

し
ん
が
で
き
た
」
(
間
同
一
一
ト
ニ
‘
…
釈

が
多
く
、
続
い
て
ぷ
府
調
が
む
け
た
い

一
本
山
崎
が
で
お
た
~
中
部
〈
な
う
た
し

と
な
り
表
す
防

問削
W
円
グ
ラ
フ
が
一
一
干
す
L

今
つ
心
手
災

羽
市
内
水
質
問
同
組
に
つ
い
て
は
闘
い
間
関
心

度
が
わ
か
り
ま
す
。

叩
内
抗
棋
の
約
八
都
は
生
滋
系
排
水
で
す
品

そ
の
中
で
、
決
た
く
陪
排
水
は
火
器
な

比
重
を
占
め
て
い
ま
す
。

事水 I
叩 E 別

室詩|警
護高鵡|室
長いは IT
T関 1 t

長 JI1¥安
度一一一一一一一一

一
一
一
洗
剤
一
戸
ン
ケ

i
ト
調
査
報
告
一

際
平
均
権
大
き
く
上
回
る

一
色
け
ん
普
及
率

市
民
の
関
ゅ
の
高
さ
ハ
ツ
キ
リ
と

一
…
滋
滋
燥
の
禽
栄
養
化
妨
え
条
僚
が
制
制
定
さ
れ
、
洗
一
一
二
、
総
燦
方
法

一
…
縄
問
題
が
新
た
な
閥
均
一
織
を
内
向
か
え
、
各
地
で
石
け
ん
…
一
村
総
哉
氏
地

一

一

一

一

我

孫

子

市

会

域

三

普

及

渓

数

が

織

り

上

が

り

を

し

す

“

一

一

士

一

↑

口

母

集

問

問

一

一

災

時

様

子

市

で

も

、

洗

溺

ア

ン

ケ

i
ト

鞠

側

資

総

菜

で

一

一

ゑ

紙

撤

市

一
一
示
す
よ
う
に
、
千
祭
殿
一
千
均
お
け
ん
普
及
率
十
一
一
一
・
…
…

ω同
時
十
義

一一一一

2
2
8を

左

近

く

も

み

ま

わ

る

三

一

鯛

七

γ

行

十

一

了

。

%

の

数

字

は

、

参

加

員

初

摘

を

か

か

え

る

我

孫

戸

部

陶

磁

検

出

後

(

世

帯

名

簿

に

一

一

子

市

民

の

関

心

療

の

織

さ

を

示

す

と

と

も

に

、

浮

く

…

一

ょ

ι)

一

一

か

ら

苦

ん

枇

岡

及

蓄

を

後

め

て

き

た

露

関

俸

の

一

↑

J
Vに
よ

る

綴

喜

一

一

成

閉

慨

を

見

逃

す

こ

と

は

で

き

ま

せ

ん

。

一

一

山

内

線

復

附

期

間

桝

士

自

発

た

ち

の

菜

、

後

藤

、

環

境

は

自

分

た

ち

の

…

一

じ

い

h
j
H
H八

日

土
手
で
守
る
と
い
う
基
本
抽
出
姿
勢
に
立
ち
、
お
け
ん
諮
問
一
一
回
、
凶
収
緑
茶

一
一
塁
鍛
滋
の
た
め
の
一
助
一
と
し
て
洗
剤
ア
ン
ケ

i
ト

濁

戸

崎

刈

1
1

一

一

一

館

前

市

車

二

七

三

グ

一

一

査

結

果

を

報

告

い

た

し

ま

す

。

一

一

配

ケ

臨
間
蕊
恒
慨
世
情
所
用
&
位
制
則
的
使
紛
状
況
と
慾
識
を
把
握
な
お
、
湘
側
資
は
域
判
明
弘
一
舗
展
望
打
委

…
、
納
配
防
災
前
例
し
、
総
点
開
閉
校
孫
子
市
消
費
生
活
経
で
問
問
一
世
で
代
わ
れ
ま
し
た

a

こ
向
調
査
は
、
千
賀
沼
、
伐
採
チ
的
検
炎
し
て
夜
祭
の
皆
様
に
附
開
制
綿
密
滋
を
決
行
婆
開
民
会
は
我
孫
子
市
.
掛
川
税
務

自
然
環
境
の
阿
波
ば
や
縫
緩
や
や
る
笠
冷
涼
め
て
い
た
ど
く
と
と
も
に
、
今
弘
め
町
会
、
暮
ら
し
疹
考
え
る
会
、
行
け
ん

か
ら
、
前
内
各
役
僚
の
地
慌
た
く
凶
L
Y

」
ム
口
市
政
資
料
と
す
る
こ
と
を
閥
的
と
し
ま

b
i広
め
る
会
内
紛
側
同
体
で
構
成
さ
れ
て

12月1露軍患者主

脅人J:l 101，425人(十2，223)

努/50，652人

女/50，773入

.t股惨殺 29，59H按穣(+1，050)( )l'll主務年比

穆dit量訴時本If 郡一!lJl静つくし聖f支持号 制 8801 
@務~t玄海 88-2111 議事曜~t会主婦 88-0828 
曜静香11長、支所 89-2358 .'"滋豊首 脳 -0111
@中央公民館 82一部15 .軍人総枇センター館一0123
@市民会総制-3311け れ @ 消 防 寝 84-01時

噌標
て〉沼E言

訳語

辞

引

い

湾

内

高

関

係

治

け
ん
努
及
率
を
示
し
て
い
ま
す
古
内
務
総
畿
一
訴
に
対
す
る
認
議
に
つ
い
て

日
間
に
は
排
出
た
く
用
、
合
品
川
被
止
も
に
ふ
村
合
成
洗
剤
円
安
全
排
出
合
め
ぐ
っ
俊
総

リ
ン
九
日
成
洗
剤
約
は
叩
ゆ
が
同
府
市
ナ
均
を
下
法
準
は
大
患
な
総
点
C
す
n

ま
わ
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
台
所
用
℃
は
‘
ふ
め
使
附
基
埠
が
ど
れ
だ
け

の
枕
刻
約
百
け
ん
の
普
及
率
は
十
“
ひ
知
ら
れ
て
い
る
か
は
凶
部
的
グ
ラ
フ
で

%
と
洗
た
く
期
的
半
数
に
な
っ
て
い
ま
不
さ
れ
た
よ
う
に
女
体
的
十
八
，
一
%

す

“

が

「

知

っ

正

答

え

た

に

す

き

設
題
障
害
経
鞍
布
一

喰
J

氏
d
J
h
u
w

コ
一

品
，
h
4
A
門
戸
↓
可
一

回
脅
威
決
期
間
に
よ
る
皮
膚
欄
務
擦
に
つ

い
て波

市
瑚
際
謀
総
験
毅
は
全
日
附
答
者
三
人

品
八
人
中
勾
一
ふ
ふ
八
人
と
婁
に
三
十
五
・
一
…

お
も
の
高
率
で
し
た

G

三
人
に
一
人
終

的
被
害
容
が
て
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま

関

い
ま
す
が
、
そ
の
会
員
約
玄
お
の
蹴
問
機

で
調
査
さ
れ
、
芦
火
な
協
力
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

言重量r
f芭殺

し1
使 石
岡 iフ
率九J

22 
竺J

機
合
成
淡
制
問
へ
的
不
安
と
今
後
初
対

応
合
成
日
間
刻
を
使
用
z}
て
い
て
拘
わ
か

の
不
安
ル
」
感
じ
て
い
る
人
は
タ
フ
フ
約

…
ぷ
す
漁
り
じ
十
川
問
診
州
出
%
を
占
め
て
い

し
か
も
、
知
っ
て
い
る
人
T
隊
感
地
問

用
号
以
下
で
使
咋
て
い
為
人
は
そ
の
中

町
五
す
偶
膨
六
%
と
き
り
に
ゆ
J

な
く
な

閉
山
時
前
闘
用
洗
剤
聞
に
つ
い
て

市
内
の
洗
剤
使
用
状
淡
は
問
問
I
的
通

り
千
数
県
不
均
よ
り
は
る
か
に
高
い
石

る
匂

r，F
量
使
h
H
W

木
大
に
わ

q

%
で
、
中
古
の
?
な
い
「
一
打
け
ん
を
似
m刑

す
る
い
一
十
二
ヨ
八
%
止
な
勺
て
い

的
問
問
別
基
準
を
守
っ
て
い
な
い

N
が
八

十
九
e

九
%
と
い
う
火
多
数
を
い
れ
め
て

Z
Q

ニ
と
は
、
合
成
治
制
の
安
全
排
出
に

)
 

日
u

d

d

率

(

M

用
問
た

品

成

洗

ん

{

必

F一品ロ百
H

a巧f
 

制間後夜マ
7時間務A

 
表

10月 1~3 i工会[翠いっせいに行われた図書会絞

殺の際i土、みなさんにいろいろご協tJいただ

ぁt);Iうけマうございました。今主主的言問査を

7台数践にまとめてみました。その絡然、 5年

草寺i二比べて3去、6ぢるめ人口主勢となっています。

ここに治した級学i立、 f圭日溌淡される総理主1持
続計約め委主{痘とは多少異なる3券会がありまず。

高この窪}勢総重量で、言開通告にじ誤いがなかったか

どうかももしあったとすればどのくらいの数

か、また、どのような主主主援によるかなど、包

毒事潟査の正路きをたしかめるとともに、今後

約 l税事予言題査の毒事活?とするために、事族議建畿を

行うことになりました。一審主的絡ままで義理遣を5司
会£、 12J'l13日から議埼玉を聖書を絞おしますめて¥

ご協力をお願いしますe

第554号55・12・16
事業主桑子市役所術祭公室金書野総

終 始 f市 我 保 子 1858
相対年 71131H第 2総事制特認可〕

言主総 I部25Pl

83 

す捻
内
容
的
に
は
「
手
が
か
き
か
さ
に
な

っ
と
」
方
が
八
十
一
…
一
人
{
絞
殺
老
的
六

十
一
一
路
一
が
一
数
多
〈
、
次
に
寸
指
が

か
が
制
削
れ
た
」
(
出
向
三
十
五
%
一
「
柑

し
ん
が
で
き
た
」
(
間
同
一
一
ト
ニ
‘
…
釈

が
多
く
、
続
い
て
ぷ
府
調
が
む
け
た
い

一
本
山
崎
が
で
お
た
~
中
部
〈
な
う
た
し

と
な
り
表
す
防

問削
W
円
グ
ラ
フ
が
一
一
干
す
L今
つ
心
手
災

羽
市
内
水
質
問
題
に
つ
い
て
は
闘
い
間
関
心

度
が
わ
か
り
ま
す
。

叩
内
抗
棋
の
約
八
都
は
生
滋
系
排
水
で
す
品

そ
の
中
で
、
決
た
く
陪
排
水
は
火
器
な

比
重
を
占
め
て
い
ま
す
。

事水 I
叩 E 別

室詩|警
護高鵡|室
長いは IT
T関 1 t

長 JI1¥安
度一一一一一一一一

一
一
一
洗
剤
一
戸
ン
ケ

i
ト
調
査
報
告
一

際
平
均
権
大
き
く
上
回
る

一
色
け
ん
普
及
率

市
民
の
関
ゅ
の
高
さ
ハ
ツ
キ
リ
と

一
…
滋
滋
燥
の
禽
栄
養
化
妨
え
条
僚
が
制
制
定
さ
れ
、
洗
一
一
二
、
総
燦
方
法

一
…
縄
問
題
が
新
た
な
閥
均
一
織
を
内
向
か
え
、
各
地
で
石
け
ん
…
一
村
総
哉
氏
地

一

一

一

一

我

孫

子

市

会

域

三

普

及

渓

数

が

織

り

上

が

り

を

し

ま

す

“

一

一

士

一

↑

口

母

集

問

問

一
一
災
時
様
子
市
で
も
、
洗
溺
ア
ン
ケ

i
ト
鞠
側
資
総
菜
で
一
一
ゑ
紙
撤
市

一
一
示
す
よ
う
に
、
千
祭
殿
一
千
均
お
け
ん
普
及
率
十
一
一
一
・
…
…

ω同
時
十
義

一一一一

2
2
8を

左

近

く

も

み

ま

わ

る

三

一

鯛

七

γ

行
十
一
了
。
%
の
数
字
は
、
参
加
員
初
摘
を
か
か
え
る
我
孫
戸
部
総
蹴
削
減
出
後
(
世
帯
名
簿
に

一

一

子

市

民

の

関

心

療

の

織

さ

を

示

す

と

と

も

に

、

浮

く

…

一

ょ

ι)

一

一

か

ら

苦

ん

枇

岡

及

蓄

を

後

め

て

き

た

露

関

俸

の

一

↑

J
Vに
よ

る

綴

喜

一

一

成

閉

慨

を

見

逃

す

こ

と

は

で

き

ま

せ

ん

。

一

一

山

内

線

復

附

期

間

桝

士

ー

た

ち

の

菜

、

後

藤

、

環

境

は

自

分

た

ち

の

…

一

U
H
j
H
H八

日

土
手
で
守
る
と
い
う
基
本
抽
出
姿
勢
に
立
ち
、
お
け
ん
毅
一
一
回
、
凶
収
緑
茶

一

一

塁

護

の

た

め

の

一

助

と

し

て

洗

剤

ア

ン

ケ

i
ト

濁

一

一

時

間

一

世

、

一

一

査

結

果

を

報

告

い

た

し

ま

す

。

一

一

昨

配

一

一

十

i
i

・
一
ゅ
%

臨
間
蕊
恒
慨
雄
常
所
用
法
制
則
的
隊
問
状
況
と
滋
識
を
把
握
な
お
、
湘
側
資
は
城
崎
拭
吹
漁
獲
中
荒
行
委

…
、
総
A
m

続
的
制
し
、
総
点
開
閉
校
孫
子
市
消
費
生
活
出
世
で
問
問
一
世
で
行
わ
れ
ま
し
た
a

こ
向
調
査
は
、
子
夜
沼
、
技
孫
チ
的
検
炎
し
て
夜
祭
の
皆
様
に
防
総
慾
泌
を
議
行
祭
実
会
は
我
孫
子
市
.
叩
併
殺
潟

自
然
環
境
の
問
問
余
や
楠
問
機
会
サ
る
笠
冷
涼
め
て
い
た
ど
く
と
と
も
に
、
今
民
間
約
町
会
、
暮
ら
し
を
脅
え
る
品
賀
行
け
ん

か
ら
、
前
内
各
役
僚
の
地
慌
た
く
閣
と
台
市
政
資
料
と
す
る
こ
と
を
閥
的
と
し
ま

b
」
広
め
る
会
内
紛
側
同
体
で
構
成
さ
れ
て

12月 1露軍患者主

脅人J:l 101，425人(十2，223)

努/50，652人

女/50，773入

.t股惨殺 29，59H按穣(+1，050)( )l'll主務年比

穆dit量訴時本If 郡一!lJl静つくし聖f支持号 制 8801 
@務~t玄海 88-2111 議事曜~t会主婦 88-0828 
曜静香11長、支所 89-2358 .'"滋豊首 脳 -0111
@中央公民館 82一部15 .軍人総枇センター館一0123
@市民会総制-3311け れ @ 消 防 寝 84-01時

噌標
て〉沼E言

訳語

辞

引

い

濁

3

高
関

係

治

け
ん
努
及
率
を
示
し
て
い
ま
す
古
内
務
総
畿
一
部
に
対
す
る
認
議
に
つ
い
て

日
間
に
は
排
出
た
く
用
、
合
品
川
被
止
も
に
ふ
村
合
成
洗
剤
の
安
全
排
出
合
め
ぐ
り
俊
総

リ
ン
合
成
洗
剤
約
比
叩
ゆ
が
添
市
T
均
を
下
法
準
は
大
忽
な
総
収
で
す
n

ま
わ
3

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
台
所
用
℃
は
‘
ふ
め
使
附
基
埠
が
ど
れ
だ
け

の
枕
刻
め
お
け
ん
の
普
及
率
は
十
“
ひ
知
ら
れ
て
い
る
か
は
凶
出
的
グ
ラ
フ
引
に

%
と
洗
た
く
期
的
半
数
に
な
勺
て
い
ま
…
不
さ
れ
た
よ
う
に
女
体
的
十
八
'
一
%

す

“

が

「

知

つ

ど

答

え

た

に

す

き

設
題
障
害
経
鞍
布
一

ボ

J
5
6
5

一

文
3
門
戸
建
一

回
脅
威
決
期
間
に
よ
る
皮
腐
鯨
擦
に
つ

い
て山

県
出
凋
際
謀
総
験
者
は
金
制
答
者
三
人

J

八
人
中
一
一
一
六
人
と
婁
に
三
十
五
・
一
…

お
も
の
高
率
で
し
た
む
三
人
に
…
人
終

的
被
害
忠
告
が
で
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま

y
a
a
 

関

言重量r
f芭殺

し1
使 石
岡 iフ
率九J

22 
竺J

機
合
成
淡
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わ
か
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不
安
み
や
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感
じ
て
い
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は
ク
ラ
ブ
約
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ぷ
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漁
り
伝
十
川
問
診
州
出
%
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占
め
て
い

し
か
も
、
知
っ
て
い
る
人
T
阿
料
品
向

用
登
山
以
下
で
使
咋
て
い
為
人
は
そ
の
中

町
五
今
偶
膨
六
%
と
さ
ら
に
ゆ
J

な
く
な

閉
山
時
前
闘
用
洗
剤
聞
に
つ
い
て

市
内
の
洗
剤
使
用
状
淡
は
問
問
I
的
通

り
子
制
服
附
時
子
均
よ
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は
る
か
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高
い
石
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す
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八
%
L
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い
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詩:時総践にまとめてみました。その絡然、 5年

草寺i二比べて32.6%め人口主勢となっています。

ここに治した級学i立、 f五日事告淡される総理繁1持

続計約め委主{産とは多少異なる勝告示がありまず。

高この窪}挙手線重量で、言開張?とに誤いがなかったか

どうかももしあったとすればどのくらいの数

か、また、どのようなi業協によるかなど、留

孝争議調査の耳硲きをたしかめるとともに、今後

的問事予言題査の毒事活?とするために、事族議建畿を

行うことになりました。一審主的主宰ままで義理遣を5司
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木造事業運常審議余誌

料金改定を答申

生草月 1.16日発行

ひっ迫する水道財政

水
の
安
定
供
給
の
庭
め
の

受

水

質

増

大

機
大
サ
ヲ
る
水
の
需
要
に
対
応
す
る
た
め
、
施
設
の

銘
諸
問
建
設
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
療
は
、
一
一

織
部
中
ぃ
千
万
円
の
赤
字
見
込
と
な
る
た
め
、
水
道
事
懇
灘
端

営
審
議
会
か
ら
料
金
改
定
の
答
ゆ
が
総
点
、
れ
ま
し
た
。

水

港

事

携

の

り

れ

わ

持

?

吋

一

ド

ー

さ

れ

、

与
l
Z
E
l

般
市
に
ゅ
ん
ベ
て
火
事
い
総
饗
を
一
受
け
ま

孝
一

4
議

オ

も

し

た

二

」

の

よ

冬

季

、

手

芸

術
的
本
選
は
、
終
秘
密
↓
一
…
一
部
十
九
敏
本
道
企
業
聞
が
設
玄
き
れ
・
絞
孫
子

か
ら
後
替
ん
町
家
庭
ヘ
清
浄
な
ホ
を
滋
中
市
川
山
、
必
裁
飽
か
ら
の
受
木
に
多
一
く
を

っ
て
き
ま
し
れ
f
h
e

し
か
し
、
年
々
増
加
納
る
こ
と
に
な
り
ま
し
と
。

す
る
人
口
や
向
上
す
る
肢
体
的
機
式
的
中
:
‘
、
，
。

茶

話

霊

は

増

大

し

て

い

ま

a

う
な
ぎ
の
ぼ
り

こ

れ

に

行

応

で

き

る

笠

言

力

や

本

一

時

〉

E

E

毒

事

務

と

な

り

、

竺

筆

猿

事

G

事

量

業
、
第
一
一
次
絃
開
械
製
滋
告
す
す
め
て
き
皆
さ
ん
町
家
出
械
に
後
叙
し
て
水
を
供

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
将
来
的
人
口
給
す
る
た
め
に
は
、
総
殺
の
泌
総
、
水

十
銃
汚
人
に
絵
本
で
き
る
能
力
を
持
つ
め
脚
内
い
入
れ
、
借
金
完
利
的
支
払
い

総
裁
が
総
数
き
れ
ま
し
た
n

い
ま
ま
で
、
な
ど
多
く
的
後
燃
が
か
か
り
ま
す
。
二

本
源
は
地
下
水
で
し
た
が
、
地
盤
沈
下
れ
ら
す
べ
て
の
後
隣
同
滋
気
や
庁
ス
と

な
ど
の
公
害
を
紡
ぐ
た
め
も
総
和
問
時
十
同
じ
絡
に
、
皆
き
ん
か
ら
い
た
だ
い
て

九
年
か
ら
地
…
炉
本
何
陣
取
規
制
が
殺
か
れ
い
る
料
金
に
よ
3

て
ま
か
な
わ
れ
て
い

一
男
か
ら
教
脊
委
員
会
事
務
局
(
庶
務
課
、
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。
こ
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念
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ま
か
主
わ
れ
て
い
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と
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千
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上
げ
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の
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水
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方
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た
り
九
紙
約
で
す
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、
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和
五
十
六
年
的
機
械
怒
れ
て
い
ま

V1

か
ら
は
、
十
時
二

Jemぐ
ら
い
に
綾
上
い
か
我
議
平
市

ιお
い
て
は
、
経
営
努
力

り
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
ず
四
に
よ
り
、
今
年
度
は
帥
胴
上
げ
を
閥
比
一
地
り

ま
た
、
後
気
料
令
の
大
認
な
依
上
が
り
ま
し
た
が
、
予
算
に
お
い
て
ス
傍
七
千

と
こ
れ
か
り
も
絞
経
韓
民
が
上
昇
し
ま
い

nm門
も
の
脱
水
岩
見
込
ん
で
い
ま
す
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す
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以

後
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赤

字

以
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だ

る

ま

式
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く
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こ
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の
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用
金
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品
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収
入
と
納
付
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で
す
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こ
め
よ
3
な
状
終
的
ま

殺
な
ど
に
よ
P
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ま
か
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っ
て
い
く
の
ま
滋
ん

rい
き
ま
す
と
昭
和
五
十
七

で
す
が
、
各
家
縫
?
の
使
用
量
が
安
定
年
に
は
、
約
寸
情
的
と
い
う
赤
字
手
品

し
て
き
た
こ
と
や
、
総
水
新
総
務
λ
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え
て
し
ま
ヨ
づ
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の

が
告
な
く
な
っ
て
き
た
こ
と
に
よ
り
、
日
結
果
、
終
営
は
、
聞
出
総
な
も
め
と
な
り
、

約
録
制
拭
入
や
納
付
金
は
、
大
喜
〈
増
加
納
期
殺
に
治
時
な
水
を
小
宮
中
風
L
て
供
的
関

寸
る
お
~
込
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あ
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ま
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包
す
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気
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本
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4
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を
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経
営
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撃
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あ
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5

3

水
道
事
業
は
、
今
ま
で
絞
殺
や
俊
わ
そ
こ
で
、
水
道
事
裁
的
総
絞
を
除
隊

な
い
で
‘
独
立
採
算
制
に
せ
世
づ
い
て
叫
闘
し
、
企
業
経
営
を
建
て
直
す
た
め
、
殺

営
L
てみ
mcま
し
た
が
、
本
は
、
ま
す
ま
孫
子
併
用
水
滋
感
業
運
営
審
議
会
を
設
一
織

す
高
く
な
る
一
万
で
す

G

今
後
は
、
科
し
ま
し
た
台
仁
丹
求
じ
は
、
市
後
か
匂

会
一
品
臨
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を
抑
え
る
た
め
に
、
…
険
金
制
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套
果
的
霊
に
つ
い
て
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察
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ド
い

か
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も
偽
附
を
受
け
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こ
と
な
ど
も
考
務
開
附
し
ま
し
た

e

審
議
会
は
、
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金
約

え
て
ゆ
〈
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も
あ
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ま
す
。
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、
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近
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e
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ま
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た
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総
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た
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の
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金
値
上
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が
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的
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を
行
い
、
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恋営 d { 
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ill[ ib 
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滋
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縄
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ま
す
@
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す
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て

九
年
か
ら
地
…
炉
本
何
陣
取
規
制
が
殺
か
れ
い
る
料
金
に
よ
3

て
ま
か
な
わ
れ
て
い

一
男
か
ら
教
脊
委
員
会
事
務
局
(
庶
務
課
、

ま
す
。
こ
れ
は
、

念
で
ま
か
主
わ
れ
て
い
る
め
と
火
穿
く

終
な
る
な
で
す
，

車
州
市

W
で
総
本
山
め
収
入
と
支
出
の
綾
子

を
長
ま
す
と
‘
開
削
制
刊
双
十
例
年
後
ま
で

は
、
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
総
労
に
な
っ

て
い
ま
す
a

こ
れ
は
、
料
金
向
日
磁
綴

察
制
制
や
検
針
的
務
総
‘
持
水
場
施
設
内

§
動
化
な
ど
の
由
貿
潟
、
検
加
J
V
L

抑
え
る

機
設
や
、
務
規
加
入
者
か
あ
り
納
め
ら
れ

る
納
入
金
収
入
ザ
多
か
っ
た
ニ
と
に
よ

る
も
的
だ
と
い
う
こ
p
が
わ
か
り
ま
す
a

費
用
品
川
十
掃
で
は
、
同
哨
火
す
る
本
籍
姿

に
叫
月
花
す
る
た
め
に

w

総
数
的
総
間
間
後

設
工
務
を
い
行
っ
て
き
ま
し
た
。
ニ
的
資

?

の

と

い

れ

江

戸

も

で

ぱ

十

y
pに

コ
ガ
ぷ
却
を
を
と

4
4
t

ヨロ

『
ャ
ー
、
で
桂
洞
冬
な

J
ノ

絞

め

。

に

.

1

同

ふ

八

掛

慨

す

ん

F
「

ν
の

。

で

あ

w
d
h‘
中
本
号
、
ヲ
く

‘

，

の

ら

そ

た

k
r
4
J
ん

ず

る

い

‘吋，，

a
さ

に

い

し

こ

削

川

口

恥

E
t
u
'
の
い
縫
宝

，
‘
糾
肝
が
重
て

品
事
レ
ヨ
柚
ゆ
同
械
も
ぴ

-
二
〈
大
て
山
市

んさ皆会見本

す
い
ま

'
u
μ
v
 

お
ま

も
て

ら
し

か
す

れ
議

了
切
れ
軒

企

金
は
、
図
や
総
…
り
か
ら
倫
り
て
い
る
mw

q
利
息
を
つ
け
て
長
期
に
織
っ
て
滋

摘
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

u

水
滋
務
…
緩
め
総
紋
は
、

u
t
り
な
〈
な

っ
て
か
ら
楠
暗
殺
し
て
い
た
の
で
は
‘
間

に
合
い
ま
せ
ん
。
ま
行
役
一
技
と
い
っ
て

持
来
を
子
細
川
し
て
.
卦
砲

J

設
を
い
抱
強
、
絞

殺
し
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

す
c北

千

葉

水

溜

の

料
金
傭
上
げ
に

北
千
葉
広
域
本
滋
合
総
務
か
ら
の
吸

水
料
金
は
も
現
在
一
立
方
〆
1
}
ル
あ

財政収支爽織と昔十蕊{警護行料金)

た
り
九
紙
約
で
す
が
、
昭
和
五
十
六
年
的
機
械
怒
れ
て
い
ま

V1

か
ら
は
、
十
時
二

Jemぐ
ら
い
に
綾
上
い
か
我
議
平
市

ιお
い
て
は
、
経
営
努
力

り
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
ず
四
に
よ
り
、
今
年
度
は
帥
胴
上
げ
を
閥
比
一
地
り

ま
た
、
後
気
料
令
の
大
認
な
依
上
が
り
ま
し
た
が
、
予
算
に
お
い
て
ス
傍
七
千

と
こ
れ
か
り
も
絞
経
韓
民
が
上
昇
し
ま
い

nm門
も
の
脱
水
岩
見
込
ん
で
い
ま
す

9

す

。

以

後

、

赤

字

以

教

だ

る

ま

式

に

ふ

く

れ

こ
れ
ら
の
費
用
金
料
品
品
収
入
と
納
付
る
一
方
で
す
。
こ
め
よ
3
な
状
終
的
ま

殺
な
ど
に
よ
P

て
ま
か
な
っ
て
い
く
の
ま
滋
ん

rい
き
ま
す
と
昭
和
五
十
七

で
す
が
、
各
家
縫
?
の
使
用
量
が
安
定
年
に
は
、
約
寸
情
的
と
い
う
赤
字
手
品

し
て
き
た
こ
と
や
、
総
水
新
総
務
λ
者
え
て
し
ま
ヨ
づ
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の

が
告
な
く
な
っ
て
き
た
こ
と
に
よ
り
、
日
結
果
、
終
営
は
、
聞
出
総
な
も
め
と
な
り
、

約
録
制
拭
入
や
納
付
金
は
、
大
喜
〈
増
加
納
期
殺
に
治
時
な
水
を
小
宮
中
風
L
て
供
的
関

寸
る
お
~
込
み
が
あ
り
ま
せ
ん
包
す
る
と
い
う
水
滋
事
業
と
し
て
の
使
命

ま
た
、
下
の
ク
ラ
?
に
気
る
よ
う
に
、
が
果
た
せ
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す

G

本
を
作
る
費
用
と
繁
務
ん
じ
叫
防
総
す
る

E
r車
場
』
宮
、
母
恥
也

絞
殺
の
獲
が
大
き
〈
開
聞
い
て
い
〈
だ
め
、
語
句
審
員

d
a

コ

唱

R
1
4
Z

ま

で

的

ょ

っ

に

、

柏

村

合

に

殺

っ

た

改

定

を

答

申

経
営
住
.
撃
が
あ
り
寺
会

2

5

3

水
道
事
業
は
、
今
ま
で
絞
殺
や
俊
わ
そ
こ
で
、
水
道
事
裁
的
総
絞
を
除
隊

な
い
で
‘
独
立
採
算
制
に
せ
世
づ
い
て
叫
闘
し
、
企
業
経
営
を
建
て
直
す
た
め
、
殺

営
L
てみ
mcま
し
た
が
、
本
は
、
ま
す
ま
孫
子
併
用
水
滋
感
業
運
営
審
議
会
を
設
一
織

す
高
く
な
る
一
万
で
す

G

今
後
は
、
科
し
ま
し
た
台
仁
丹
求
じ
は
、
市
後
か
匂

会
一
品
臨
ん
を
抑
え
る
た
め
に
、
…
険
金
制
水
道
套
果
的
霊
に
つ
い
て
税
察
官
ド
い

か
ら
も
偽
附
を
受
け
る
こ
と
な
ど
も
考
務
開
附
し
ま
し
た

e

審
議
会
は
、
料
金
約

え
て
ゆ
〈
必
療
も
あ
り
ま
す
。
党
政
し
ゃ
本
滋
線
設
の
利
用
車
向
上
な

ニ

億

七

千

万

円

の

ど

童

警

告

禁

〈

分

析

し

、

財

政

・
4
1
帽

健

全

化

に

つ

い

て

協

議

に

綴

淡

!

ま

t

許

容

吋

刊

誌

ぺ

1

3

H

M

j

糸
、
約
締
然
、
料
金
今
後
主
げ
を
内
容
と

こ
め
よ
ヲ
む
状
況
は
、
近
隣
市
に
お
し
た
答
申
を
ふ
e
一
災
家
、
市
長
に
提
出

い
て
も
同
様
で
あ
り
官
財
政
協
慌
て
直
し
し
ま
し
た
ω

ニ
町
中
で
、
終
に
、
総
数

め
た
め
の
料
金
値
上
げ
が
時
今
専
攻
か
め
時
暗
殺
改
正
良
訴
時
間
的
問
先
夜
し
を
行
い
、

孟今5撃
さ 千愛主主
矢継は 1ζ

恋営 d { 
設努ら 1 
i言 力 に ふ
警を す
ill[ ib 

し
を
段
る
と
と
も
に
、
今
後
、
地
震
な

ど
災
害
時
的
給
水
体
総
密
都
え
る
w

}

と

に
よ
り
噂
皆
ち
ん
が
安
心
し
て
水
滋
を

制判隅

mrき
る
主
つ
努
力
し
て
ま
い
り
ま

す。
市
民
的
縄
開
然
、
ん
め
ご
捌
祖
師
貯
と
ご
協
力

を
お
緩
い
い
た
し
ま
す
@

84 

評議たり母館本殿舗と供給単鍾由実量と録音麗{現行軒金}
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J 
f ..... 

ゃー一一

年
末
年
始
の

濃
水
工
事
農

一
月
一
…
ト
八
包
か
ら
来
年
一
月
七
け
ま
し
た
ら
、
次
的
ヱ
筆
活
に
ご
淡
路

8
ま
で
の
開
閉
じ
、
淡
水
勢
散
な
ど
が
あ
く
だ
さ
い
“

争
問
い
合
わ
せ
争

本
道
部
官
八
盟

i
O
一

学
校
教
曹
謀
、

mm
罷
体
育
謀
、

指
導
窓
〉
と
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
部
制
が
水
運
用
管
理
セ
ン
タ
i
に
移
転
し
ま
す
。



時
陣
お
品
物
州
間
体
な
ど
‘

ι
γ
m
U
悶
間
体
が
事
加
一
一
縦
約
十
閉
門
に
な
り
ま
し
た
〕

L
・
「
地
域
的
中
か
ら
自
分
た
ち
の
チ
あ
び
ニ
一
一
泌
絞
ま
つ
り
笑
行
委
関
令
で

に
よ
る
蹴
械
づ
く
り
し
を

A

甘
い
川
論
議
仁
、
は
、
絡
会
は
、
今
日
告
の
隊
蛾
M
4
ね
渓
動
向

翁
日
は
、
映
一
幽
、
議
淡
金
め
は
か
、
ぬ
問
、
り
が
中
心
と
な
っ
て
行
い
ま
し
た
。
発
展
と
綴
詮
肉
化
祭
の
た
め
に
、
羽
効

ザ
1
、
品
々
し
;
な
ど
町
時
問
機
的
、
も
今
回
閥
的
パ
ザ
!
、
協
同
慌
綴
な
ど
の
総
収
に
絞
れ
恰
て
い
た
だ
く
し
ι
的
ニ
と
で
す

づ
き
大
会
な
ど
、
み
ん
な
一
諸
に
な
人
は
，

1
二
万
公
千
九
一
色
六
十
八
月
め
こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
さ
ら
に
、
総
後

，
て
、
悲
し
い
思
い
山
間
を
作
つ
ま
し
た
。
寄
付
金
を
入
れ
て
、
八
ト
一
八
荘
八
千
へ
の
輸
が
な
が
っ

ニ
的
感
掛
川
に
は
、
市
内
約
滅
後
図
体
、
一
尚
三
ト
m
円
巴
支
出
は
、
五
寸
一
万
五
千

(3) 

児
童
手
当
の

申
請
を
ど
う
ぞ
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a託けては
集てい
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演~ L しス
絡いたト
し壬予カザ>j{
ま 4歩、ツ

4
全
市
に
絵
諸
問
耽
け
て
湾
北

ム
口
で
新
し
い
絞
集
+
刀
法
を

りつま
ゆ
比

A
d
q
z
 

福子

内

閣

孫

恕

我

し
つ
閣

議

か

第
般
入
し
た
方
辻
、
前
仲
間
続
端
的
役
掛
か
れ
ず
に
同
開
り
を
し
て
い
ま
す
か
。
こ

ら
務
得
証
明
察
金
絞
り
‘
添
付
し
て
く
的
時
間
制
は
、
ド
口
ポ
l
ゃ
あ
き
巣
ね
ら

だ

普

い

。

い

に

と

っ

て

も

忙

し

い

吋

か

せ

害

時

h

③
公
一
務
員
、
一
一
…
公
数
日
ι
齢
制
め
て
い
る
人
う
っ
か
り
掛
慨
を
か
け
怒
れ
た
た
め
い
へ

は
、
勤
務
先
へ
務
求
し
て
く
判
ん
善
い
a

あ
き
識
に
入
ら
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う

事
次
部
省
合
に
話
、
俊
樹
再
滋
け
を
出
し
世
帯
糾
げ
が
、
年
末
に
多
〈
発
生
し
て
い
ま

τく
だ

患

い

。

す

む

A
U受
給
者
、
児
濯
が
中
市
外
に
転
出
し
た
お
出
か
け
の
時
は
‘
開
閉
り
を
し
ヮ

と

き

。

か

り

す

る

内

は

も

ち

ろ

ん

、

今

部

殺

後

ω市
内
で
の
佳
一
叶
液
凝
め
一
機
込
先
銀
行
的
防
犯
強
化
的
包
(
十
…
一
悶
月
二
十
日
)

な
ど
を
変
え
る
と
き
九
に
は
、
家
中
的
機
内
総
点
検
吹
い
恥
れ

綴
俊
総
務
が
公
務
偏
践
に
な
っ
た
り
、
二
一
ず
に
行
い
ま
し
ょ
う

9

公
設
に
就
職
し
た
と
き
。
持
日
日
時
話
河
川
限
時
時
日
目
路
建

意

義

室

内

幸

が

き

な

ど

に

飲

酒

運

転

漉

款

よ

り

を

た

と

え

署

名

に

ご

協

力

を

震

を

重

し

た

と

き

附

I
l
i
l
i
-
-

晶
増
額
串
務
〈
山
山
時
一
な
ど
で
児
定
数
が
暮
れ
か
ら
ぶ
W
H
に
か
け
て
、
前
向
か
と

唱
え
た
と
S
V
誌
、
平
織
也
事
悲
し
な
い
績
を
欽
む
機
会
が
多
く
、
総
務
い
遂
転

と
事
幾
が
皿
置
付
ら
れ
ま
せ
ん
。
機
気
帯
び
運
転
に
よ
る
交
通
事
伎
が
冷

争
申
繍
先
制
加
祉
事
務
所
絞
殺
説
診
随
一
え
ま
す
匂
交
通
事
訟
の
絃
岬
ゆ
き
は
、
ぃ

談
‘
兇
業
家
庭
向
附
借
入
五
!
一
一
一
一
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
a

{
市
内
線
…
…
…
問
問
七
)
子
議
機
で
持
、
交
通
事
仏
棋
の
銃
傷
者

刊
誌
廷
は
日
時
詰
は
日
時
時
間
刊
山
内
が
合
間
四
一
約
に
も
、
き
わ
め
て
多
い
此
め

戸

開

り

き

っ

ち

り

「

語

重

量

主

十

万

人

勢

童

開

明

る

い

正

芳

織

し

さ

ヲ

こ

と

に

な

り

ま

し

だ

型
車
軒
目
副
主
軒
割
引
主
主
軒

U
E

山
期
間
開
は
、
今
一
一
月
十
一
滋
ケ
打
、
来

移
れ
も
お
し
つ
ま
り
、
佼
L
い
毎
日
年
…
…
四
月
一
一
十
八
呂
ま
で
件
、
す
の
で
、
ぜ

で
す
が
、
あ
な
た
は
弔
外
出
向
時

w

ひ
ご
協
力
〈
灯
き
い
e

点
的
む
こ

'r

持

gd 
史 (J)
を一四

込生
冗 2証二長
事の霊祭
倒こ?大
と二学
し怒文
てか築
」 ら

時
陣
お
品
物
州
間
体
な
ど
‘

ι
γ
m
U
悶
間
体
が
事
加
一
一
縦
約
十
閉
門
に
な
り
ま
し
た
〕

L
・
「
地
域
的
中
か
ら
自
分
た
ち
の
チ
あ
び
ニ
一
一
泌
絞
ま
つ
り
笑
行
委
関
令
で

に
よ
る
蹴
械
づ
く
り
し
を

A

甘
い
川
論
議
仁
、
は
、
絡
会
は
、
今
日
告
の
隊
蛾
M
4
ね
渓
動
向

翁
日
は
、
映
一
幽
、
議
淡
金
め
は
か
、
ぬ
問
、
り
が
中
心
と
な
っ
て
行
い
ま
し
た
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